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2023年12月期通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2023年11月15日に公表いたしました2023年12月期通期(2023年１月１日～2023年12月31日)

の業績予想と実績に差異が生じましたので、下記のとおり知らせいたします。 
 

記 
 

１. 2023年12月期通期連結業績予想と実績との差異(2023年１月１日～2023年12月31日) 
  

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

4,107 

百万円 

△42 

百万円 

△40 

百万円 

△18 

円 銭 

△72.46 

今回実績 (Ｂ) 4,168 △52 △56 △24 △98.25 

増減額(Ｂ－Ａ) 60 △9 △16 △6 
 

増減率(％) 1.5 － － － 
 

(ご参考)前期実績 

(2022年12月期) 
4,790 127 124 90 360.78 

 

２. 差異の理由  

2023年12月期通期(2023年１月１日～2023年12月31日)につきまして、売上高は当初予想通りに推 

  移し、前回発表予想より 60百万円を上回る結果となりました。一方、利益については、インフレ 

の進行や金融資本市場の変動等と急激な為替相場の円安進行も伴い、エネルギー価格や原材料価 

格の高騰に伴う、仕入価格の改定による売上原価率の上昇を抑えるべく様々な施策を実施いたし 

ました。しかしながら、売上原価は工事原価経費の縮減を上回り前回発表予想より76百万円増加 

したため、売上総利益は前回発表予想より16百万円下回る結果となりました。また、販売費及び 

一般管理費については更なる見直しと削減を行い、予想より6百万円減少となりましたが、売上原 

価の高騰をカバーすることができず営業損失は52百万円と前回発表予想より 9百万円下回る結果と 

なりました。 

以上のことから、経常損失は 56百万円と前回発表予想より16百万円下回り、親会社株主に帰属 

する当期純損失は 24百万円と前回発表予想より 6百万円下回る結果となりました。 

以 上 


